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１．NHKの衛星波での外部制作事業者との連携について
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番組制作会社はNHKを支えるパートナー

NHK BS1「ミニドキュメンタリー」（企画競争）
企画募集「ミニドキュメンタリー」で数多くの提案の

なかから採択された番組を放送
ディレクターは番組制作会社に所属する主に35歳

以下の若手

Tokyo Docs （国際共同制作）
ドキュメンタリーの国際共同制作のための企画提案会議
ATP・NPO法人Tokyo Docs 共催
NHKは協賛 採択番組はBS1などで放送

番組制作会社とNHKは互いに切磋琢磨し

適切な競争関係を促進して

制作能力の向上をはかることで

視聴者に成果を還元してきました。

この役割は新しい衛星2波でも変わりません

ホームページより
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新しい衛星波のトータルプラン

出所：放送コンテンツの流通の促進に関するワーキンググループ（第5回）NHK提出資料より 3



新BS2波 外部制作の基本的考え方
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 衛星放送全体で番組制作会社と協業し、高品質のコンテンツを制作・放送する

 放送・通信融合の時代を迎え、番組制作会社の著作権確保、2次展開を重視し産業育成に貢献する

 衛星放送の特徴である「多様性」「先進性」を引き続き実現する

 衛星放送の「広域性」を生かし、新BS2Kは首都直下地震等が発生した場合の放送継続を担う

 受信料収入が今後減少するなか、番組制作会社・NHKの双方にとって持続可能な協業の形を追求する

期待される役割

 新BS2K（NHK BS）・新BS4K（NHK BSプレミアム4K）に対し、波の特性や役割に合わせて

それぞれ努力目標を設定

 対象の取引は「番組制作会社が著作権を持つ番組（NHKと共同保有を含む）」とする

基本的考え方



定義（番組制作会社との取引内容）
最終的な

著作権の帰属
権料収入の配分

①
放送番組制作業務委託
（外部制作）

番組制作会社が企画提案しNHKが採択した
番組につき、番組制作会社とNHKまたは関連
団体の共同の制作統括の下に制作される番組
につき、その制作業務を委託するもの

NHKおよび番組制作
会社の共有

あり（NHKの定めた
配分比率による）

② 国内共同制作

NHKと番組制作会社が双方で一定の費用を
負担し、共同で番組を制作するもの

NHKおよび番組制作
会社の共有

双方の権利行使範囲
および権料収入配分を
個別に規定

③ 国際共同制作

④ 予約購入
番組制作会社が企画・制作する番組の放送権
を制作・完成に先立って購入するもの

番組制作会社

※NHKは初回放送から一定期
間、独占的放送権を有するが、番
組制作会社の事業展開のため一
時的な解除が可能

新ＢＳ2波 努力目標の対象取引

 番組制作会社が著作権を保有＝企画を発意し、制作責任を持つ（いずれもNHKと共同含む）委託番組が対象

 番組制作会社による放送・配信・番組販売など多角的な展開、国内・国際共同制作の促進に貢献

※現在の「外部制作比率」では、「予約購入」「国際共同制作」は含まれていない

※現在の「外部制作比率」における「企画競争」のうち、番組制作会社が企画提案するものは①に含まれる 5



品質向上・人材育成にも協力して貢献

出所：放送コンテンツの流通の促進に関するワーキンググループ（第5回）NHK提出資料より
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番組制作会社との取引基準

 取引基準に『番組制作会社は公共放送を支えるパートナー』と明記

 健全なパートナーシップを築き、番組の品質向上、日本のコンテンツ振興に資することを目的としている

NHK『放送番組の制作に関する番組制作会社との取引基準』
https://www.nhk.or.jp/kikakubosyuu/documents/nhk_torihikikijyun20220901.pdf
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http://www.nhk.or.jp/kikakubosyuu/documents/nhk_torihikikijyun20220901.pdf
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2．NHKの国際放送について
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①「放送法」や「国際番組基準」等に基づき、各年度の番組編集を実施

②「国際社会への公平・正確な情報発信と日本理解の促進」をミッションに、ニュース・報道や多彩な番組を発信

【2023年度 国際放送番組編集の基本計画】【日本放送協会 国際番組基準】

日本放送協会は，放送法の定めるところにより，わが国を代表する国

際放送機関としての自覚のもとに，外国人向けおよび邦人向け国際放

送および協会国際衛星放送を通じて，諸外国のわが国にたいする理解

を深め，国際間の文化および経済交流の発展に資し，ひいては国際親

善と人類の福祉に貢献するとともに，邦人に適切な報道および娯楽を

提供するため，次のとおり外国人向けおよび邦人向け国際放送および

協会国際衛星放送の放送番組の編集の基準を定める。

第１章 一般基準

１ 編集にあたっては人権を尊重し，自由と民主主義とを基調とする。

２ 内外のニュースを迅速かつ客観的に報道するとともに，わが国の重

要な政策および国際問題にたいする公的見解ならびにわが国の世論

の動向を正しく伝える。

３ 外国人向け国際放送および協会国際衛星放送（以下「外国人向け放

送」という。）にあっては，ひろくわが国の文化，産業等の実情を紹介

する。

４ 邦人向け国際放送および協会国際衛星放送（以下「邦人向け放送」と

いう。）にあっては，邦人に適切な情報と安らぎを与える。

５ 放送番組の編集にあたっては，「国内番組基準」の「第１章 放送番組

一般の基準」を準用する。（ただし書き略）

NHK国際放送 番組編集の基本方針
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NHK国際放送（外国人向け・テレビ）の編成と番組制作の現状

①「毎時ニュース＋一般番組」の5～6時間セットを4～5回ループで編成し、各国の好適視聴時間に効率的に対応
（ニュースは最新の情報）

②番組制作提案は、定時番組については原則として年1回募集、特集番組については随時募集

③番組制作は、本体制作もしくは関連団体委託（日本国際放送〔JIB〕など）、外部プロダクションとも連携

【編成のイメージ（日本時間）】
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13
00 NEWSLINE
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NHK国際放送における民放・CATVとの連携

①毎年、特集番組として、民放・CATVが制作した番組のうち、コンクールで受賞したものなどの提供を受け、
英語化して放送している

②この取り組みは、放送法第26条に基づく民放との連携の一環として、2009年度より実施している

③また近年は、「地域特集」の編成時等に、当該地域のCATV事業者が制作したミニ番組なども英語化して放送

④番組の英語版は、制作した事業者に還元しており、国際コンクールへの応募時などに利用されている

【２０２２年度 放送実績】

番組名 尺 制作した事業者 コンクール受賞歴・備考 初回放送

1 「からくり人形師」 50分 大垣ケーブルテレビ 2021年「地方の時代」映像祭ケーブルテレビ部門 優秀賞 7/2

2 「丸裸温泉街」 50分 キャッチネットワーク 2021年「地方の時代」映像祭ケーブルテレビ部門 選奨 8/27

3 「にっこり笑って～山あいの写真館　10年の物語～」 50分 高知放送 2022年「地方の時代」映像祭放送局部門 選奨 1/14

4 「命の光を燃やし続ける～よだか診療所～」 30分 中海テレビ放送 2022年「地方の時代」映像祭ケーブルテレビ部門 優秀賞 2/18

5 「大輝、15の春」 50分 長崎放送 第59回ギャラクシー賞テレビ部門 選奨 3/4

6 「島の未来を守るために　海のサムライの挑戦」 30分 ぴ～ぷる
第48回日本ケーブルテレビ大賞番組アワード
NHKワールドJAPAN賞

12/4

7 「若竹の杜　若山農場」 3分 10/3

8 「うつのみや花火大会」 3分 10/21

9 「鹿沼秋まつり」 3分 鹿沼ケーブルテレビ 10/4

10 「つがの里　ハス池」 3分 10/5

11 「太山寺　しだれ桜」 3分 10/6

12 「しもつかれ作り」 3分 10/7

13 「寒ざらしそばと滝行」 3分 10/18

14 「フレスコ画公開制作」 3分 佐野ケーブルテレビ 10/17

15 「光のイベント2022」 3分 那珂川町ケーブルテレビ 10/19

16 「流しびな」 3分 テレビ小山放送 10/20

17 「一針一針心を込めて」 3分 石見ケーブルビジョン 2/6

18 「ふるさと遺産　諸手船神事」 3分 2/7

19 「松江ふるさと遺産　月照寺」 3分 2/8

20 「松江ふるさと遺産　爾佐神社・流鏑馬神事」 3分 2/9

地域特集「島根月間」向けミニ番組
山陰ケーブルビジョン

ケーブルテレビ株式会社

宇都宮ケーブルテレビ

地域特集「栃木月間」向けミニ番組
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NHK国際放送のインターネット配信の現状

①世界中で放送からネット配信へのシフトが進む中、公式ウェブサイト・アプリを中心に、外部プラットフォームも
有効活用しながら、重点的にネット配信を行っている

②公式ウェブサイト・アプリでは、放送の同時配信（24時間）およびオンデマンド配信（2,300本以上）のほか、
テキストニュースや多言語コンテンツ、日本語学習コンテンツ等を提供

③また送信網においても、視聴者の利便性向上やコスト低減を図るため、「衛星放送」や「短波放送」中心の送信網
から、海外OTT事業者等への提供を含む「ネット併用型」送信網へのシフトをすすめている ※在外邦人向けサービス含む

④四半期リーチ率は「放送」が9～10%、「ネット配信」が13～14% ※国際戦略調査 2021年度以降

【外部プラットフォーム】
「Digital Eye - Ukraine」は
YouTubeで440万回再生されており
CNNなどからの流入も多い

【公式ウェブサイト・アプリ】
「大相撲」は、公式ウェブサイト・アプリの中で
もっとも人気が高いコンテンツのひとつ
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